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Kを標数 0の体とする．また，SをK上の n変数多項式環とする．Kn

の原点を通る超平面の有限集合 AをKn上の central arrangement と呼
び，Q := Q(A) :=

∏
H∈A pH を一つ固定してAの定義多項式という．た

だし，pH はH ∈ Aを定義する斉次一次多項式である．

Definition 1 (階数mのA-微分作用素の加群). 階数がm階斉次の微分
作用素の加群をD(m)(S) :=

⊕
|α|=m S∂α とおく．階数mのA-微分作用

素の加群を以下で定義する：

D(m)(A) := {θ ∈ D(m)(S) | θ(Q(A)S) ⊆ Q(A)S}.

ただし，αはmulti-indexである；|α| = α1+· · ·+αnかつ∂α = ∂α1
1 · · · ∂αn

n .

このとき，D(m)(A)は S-加群である．

D(1)(A)はA-導分加群と呼ばれ、その自由性の研究は広く研究されて
いる．また，D(1)(A)が自由S-加群であるとき，Aを自由配置と呼ぶ．有
限Coxeter群の鏡映面として現れるCoxeter配置やその部分配置の自由性
については多くの研究結果がある．特にCoxeter配置は自由であることが
知られており（齋藤恭司氏），その導分加群の基底もよく知られている．
与えられたいくつかの元がD(m)(A)の基底をなすかどうかを判定する
便利な方法がある．特にm = 1の時は，Saitoの判定法と呼ばれている．

sm :=

(
n+m− 1

m

)
, tm :=

(
n+m− 2

m− 1

)
とおく．

{α(1), . . . ,α(sm)}



をm次の単項式全体の集合とする．このとき，θ1, . . . , θsm ∈ D(m)(A)に
対して sm × sm行列を

Mm(θ1, . . . , θsm) :=


θ1

(
xα(1)

α(1)!

)
· · · θsm

(
xα(1)

α(1)!

)
...

. . .
...

θ1

(
xα(sm)

α(sm)!

)
· · · θsm

(
xα(sm)

α(sm)!

)


と定義する．ただし，α = (α1, . . . , αn)に対してα! = (α1!) · · · (αn!)と定
義する．

Proposion 2. θ1, . . . , θsm ∈ D(m)(A)とする．以下の2条件は同値である：

(1) detMm(θ1, . . . , θsm) = cQtm
A for some c ∈ K×,

(2) θ1, . . . , θsmはD(m)(A)の S上の基底をなす．

この事実を使って主定理を証明した．

Definition 3 (組み紐配置).

Q(A) =
∏

1≤i<j≤n

(xi − xj)

によって定義される中心的超平面配置を組み紐配置（A型Coxeter配置）
と呼ぶ．

基本対称式を使うことによって，Aを組み紐配置としたときのD(2)(A)

の基底を構成することが出来たので紹介する．

Theorem 4 (主定理). Aを組み紐配置とする．このときD(2)(A)は自由
S-加群である．


